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１ はじめに 

 
 明治から昭和にかけた宇都宮の写真や地図が掲

載された書籍を見ると，通りを歩く人のにぎわ

い・音・匂いなどと共に懐かしさも加わり，日々

の暮らしが色濃く反映された生活景1を彷彿させ

る。しかし，現代のわたしたちの暮らしは大きく

変化し，生活景は喪失の危機にさらされている。 

生活景を再生する現代的な手法としては，地域

資源2を手がかりとした景観まちづくりにヒント

があると筆者は考えている。平成19年度の専門研

究では地場材料である「大谷石」を活かした生活

景に関する研究を行ったが，平成21年度専門研究

である本研究は，歴史的観点に軸足を置き，「歴

史資源」を活用した宇都宮の生活景について今後

の方向性を探るものである。 

 歴史資源を活かした都市計画関連の施策として

は，古都保存法や歴史的まち並みがおおむね保全

される地区を対象とする伝統的建造物郡保存地区

が従来からあるが，２度の戦災に見舞われた本市

は，散見するところ対象地区は少ない。一方，平

成16年の景観法制定や，平成20年の「地域にお

ける歴史的風致の維持及び向上に関する法律（略

称「歴史まちづくり法」）」も制定され，ふつう

のまちの歴史を活かした景観が注目されつつある

                                               

                                              

1 本研究では，場所と地域の関わりや，人々の暮らしが垣間見ら

れる風景を生活景とする。また，身体感覚をもって理解できる歴

史や，実際に五感で感じ得る空間範囲を主な対象とする。生活景

を論じる意義や，変化にさらされる生活景に関しては，日本建築

学会『生活景』学芸出版社，平成21年３月に，これまで日本建築

学会都市計画委員会景観小委員会等での生活景に関する議論や事

例が紹介されている。 
2 地域資源については宇都宮の餃子に代表されるような食を題材

とした地域おこしなど，様々な文脈から語られるが，本研究は景

観まちづくりの手がかりとしての地域資源（景観資源）を扱う。 

3。本市においても歴史的なまち並が残るところは

一見少ないが，市街地をよく見ると城下町の堀割

や町割の痕跡はあちこちに残っている。また，景

観の中でもとりわけ生活景に着目することで，支

配者の歴史のみならず，地域の暮らしや人の営み

に密着した，そこに住み働く人々の歴史も歴史資

源の対象となるのである。  

〈３〉埋もれた歴史資源を活用した 
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 こうしたなか，宇都宮城の一部を再現した平成

19年３月の宇都宮城址公園（写真１）の供用開始

を機に，宇都宮の歴史資源を再生する活動がこの

数年活発になりつつある。たとえば，第二次世界

大戦の宇都宮大空襲で消失した建造物等の再建が

相次いで行われている（写真２・３）。また，宇

都宮城址公園では，江戸時代の堀に咲いていた蓮

の花を復活させる取組4や，社参行列を秋の宇都宮

城址まつりで行う5など，失われた風景の再生も各

地で行われている。 

 このように，現存する歴史資源だけでなく，喪

失したもの，市井で語りつがれるもの，あるいは

歴史研究からすると新し

い，戦後から高度成長期

を経た四半世紀くらいま

での身近な歴史資源を活

用することで，景観まち

づくりのみならず，地域

の記憶を甦らせ，地域ア

写真１ 宇都宮城址公園

写真２ 二荒山神社大鳥居 写真３ 慈光寺赤門 

筆者撮影 

 
3 日本都市計画学会編集委員会「特集論文：ふつうのまちの『歴

史を活かす』」『都市計画』277号，平成21年２月 
4 市民活動団体「宇都宮城跡蓮池再生検討委員会」により，江戸

時代の蓮の種を発芽させ堀に復活させる活動を行っている。 
5 市民活動団体「よみがえれ！宇都宮城市民の会」主催による。 
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イデンティティを再確認する可能性がある。そう

した一連の取組が生活景の創造につながるものと

期待される。 

 そこで本研究は，地域ごとの歴史資源の再発見

とその活用に向け，かつての営みや記憶を現代の

まちに継承するための方法を探り，その一歩とし

て，宇都宮城下及び周辺を中心に検討を行う。 
 
２ 研究の方法と本研究の構成 

 
(1) 研究の方法 

 研究の方法と本研究の構成の関連を表１に

示す。本研究は専門研究として，研究に際して

ワーキンググループは特に設置していないが，

適宜関係課の協力を得ながら進めた。 

 

(2) 本研究の構成 

 次章では，本市の歴史資源の背景を理解する

ために都市計画・景観まちづくりの視点から歴

史を振り返る。具体的には本市のまちの成り立

ちと変遷を，ターニングポイントとして①中世，

②近世，③近代（明治～大正），④近代（旧都

市計画法による戦前の都市計画），⑤戦災復興

と戦後（おおむね昭和 30 年代前半まで）の大

きく５つに分類し，その概要を紹介する。次に，

４章ではこうした本市の歴史的背景を踏まえ

たうえで，江戸時代の宇都宮城下と現代を比較

しながら現地を見て歩く試みと，その結果再発

見した埋もれた歴史資源を紹介する。 

 ５章では，再発見された歴史資源をどう活用

するかといった観点から，歴史資源を活かした

事例紹介を，視察の成果を基に具体的に行う。

以上を踏まえ，６章では本市の歴史資源を活用

した生活景の創造に向け考察を行い，今後の課

題を整理する。 

 
３ 宇都宮のまちの成り立ちと変遷 

 
(1) 二荒山神社と宇都宮城の築城及び奥州大

道の宿場町としてのまちの形成（中世） 

古代より，国土の安泰と人々の繁栄を祈るため，

宇都宮大明神（二荒山神社の別称）が荒尾崎（現

パルコ付近）に奉られたが，平安時代中頃，現在

の位置である臼ヶ峰に遷座した。平安後期になり

表１ 研究の方法と本研究の構成関連図 
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宇都宮大明神の社務職についた藤原宗円が居を構

えたのが宇都宮城の始まりとされる6。その後，宗

円の子孫が宇都宮氏を名乗り豊臣秀吉に滅ばされ

るまでの約500年にわたり，宇都宮氏一族が社務

職と宇都宮城主を務めた。平安中期の『和名抄（わ

みょうしょう）』では，宇都宮は池辺郷（いけのべ

のごう）と呼ばれ，荒尾崎と臼ヶ峰は尾根でつな

がっていた。また，池辺郷の由来となる大きな池

（鏡ヶ池）が，二荒山神社の足下に広がっていた

（図１・２）。その鏡ヶ池は規模を徐々に小さくし

ながらも近年まで残っていた7。このように中世に

は二荒山神社の門前町8として，あるいは宇都宮城

の城下町としてまちが形成されたほか，奥州と

京・鎌倉とのつながりが強くなるにつれ，奥州大

道（旧奥州街道）の宿，古多橋（こたばし）駅9と

してまちが形成された10（図１）。 

臼

宇都宮城 

町屋 

田川

ヶ峰 二荒山神社 

鏡ヶ池 

奥大道

荒尾崎 下の宮 

古多橋 

図１ 旧奥州街道と中世のうつのみやのまち 
「中世の宇都宮のようす」『宇都宮城(冊子)』 
宇都宮市教育委員会文化課より引用 文字筆者加筆 

 
図２ 中世(鎌倉時代)の宇都宮大明神と鏡ヶ池周辺 

    イメージ図 (2) 近世の街道整備と本田正純の宇都宮城大改築 

徳田浩淳『日野町の歴史』（株）都賀屋・篠崎材木店，
昭和56年，４頁の図を基に筆者作成 

江戸時代になると，宇都宮城主は二荒山神社の

社務職とは切り離され11，譜代大名として幕府よ

り派遣されるようになった。幕府により奥州街道

など街道が整備され，参勤交代が行われるととも

                                               

                                              

6 宇都宮市教育委員会事務局文化課編『宇都宮城のあゆみ』宇都

宮市教育委員会，平成19年３月，11頁 
7荒川清次郎編『明治の宇都宮１宇都宮市案内』株式会社国書刊行

会，昭和57年，71～73頁（荒川清次郎編『明治の宇都宮１宇都

宮市案内』宇都宮商工会議所，明治42年12月の再発行）には，

鏡ヶ池に蓮の花が咲く写真が掲載され，「今はささやかなる形を残

すのみ」と記されている。大正15年の宇都宮市街地の地図にも鏡

ヶ池が記載されている。さらに徳田浩淳『宇都宮の歴史』昭和54

年，309頁には，年代が確定できないもの「往年の名残をとどめ

ていた鏡ヶ池」として，写真とともに紹介されている。 
8 馬場（ばんば）ではなく，日野町側に形成されていた。 
9 鎌倉時代の『東鑑（あずまかがみ）』では，古多橋駅として宇都

宮が呼ばれていたという。古多橋駅は，旧跡「亀井の水」の近く，

宇都宮市田川第一処理場付近とされ，『宇都宮60年誌』宇都宮市，

昭和35年，41頁には，古多橋駅のあった場所として市の石碑の

写真が紹介されている。 
10 『宇都宮城のあゆみ』（前掲）によれば，宿は現在の下河原・

天神・三番町・大通り付近にあり，町屋は現在の大通り１～２丁

目・一番町・二番町付近にあったとされる。 
11 宇都宮市史編さん委員会『宇都宮市史 第６巻（近世通史編）』

宇都宮市，昭和57年２月25日，２頁 

に，徳川家康の逝去により日光東照宮が造営され

12，将軍などによる日光社参も始まった。江戸時

代初期より歴代大名による城の改修や城下の整備

も行われたが，現在の宇都宮市の骨格に大きな影

響を与えたのは，本多正純による宇都宮城の大改

築である。本多正純は家康の７回忌に合わせ，数

年の在任期間中（1619～1622）に旧奥州街道・日

光街道の付け替えを行うと同時に，掘割や町割の

整備，臼ヶ峰と荒尾崎の間の切り通しの開削（現

大通り），大手門を御橋（みはし）付近から江野町

口に移すなど，宇都宮城及び城下町の大改築を行

った（図３～５）。同時に，農村部においては宇都

宮領内300村の検知も行った13。 

 
12 日光東照宮の建設には，後に宇都宮城主となる本多正純が奉行

としてたずさわっていた。 
13 『宇都宮市史 第６巻 近世通史編』（前掲），21頁 
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一方，町の人々の暮らしも江戸期になると活気

をみせ，二荒山神社例大祭の附祭り（つけまつり） 
として城下の町ごとに屋台（写真４）や山車など

の出し物とともに，手踊りで練り歩く菊水祭など

も発達した14。また，日光街道と奥州街道の追分

                                               

                                              

14 池田貞夫『宇都宮菊水祭の賑わい─二荒山神社付祭り（つけま

つり）出し物のうつり変わり』宇都宮市文化財調査員池田貞夫（私

家版），平成20年11月１日，10頁 

のまちとして人々の往来

も増えた。この頃にはま

ちの中心は追分のある伝

馬町や池上町界隈に移っ

た15。かつては宇都宮城

主が神社と城を行き来し

た界隈も町家となり，祭

事には二荒山神社周辺の門前町も大いに賑わった。

こうして城下町としての基盤整備は，おおむね江

戸時代に礎が形成されたが，幕末から明治初頭の

戊辰戦争において城下町の多くが焦土と化した。 

写真４ 伝馬町の屋台  
（ベストフェスタin 西） 
     筆者撮影       

 
(3) 城下町を基盤とした近代化の過程  

1) 近世から近代への過渡期 

明治４年の廃藩置県により宇都宮藩が廃止され

宇都宮県が設置されたが，幾多の合併を経て明治

６年に栃木県となった（県庁所在地：栃木市）。 

明治５年には旧宇都宮城地に東京鎮台の兵舎が

建ち，翌年より明治17年まで駐屯，旧城地は陸軍

省が管轄する国有地となった。その後，明治 22

年旧城地の一部を宇都宮町の基本財産とした16が，

民間等に払い下げられ，堀は順次埋め立てられて

いった17。また，明治６年の太政官布告に伴い，

最初の公園として二荒山神社境内と門前の広馬場

が宇都宮公園（馬場公園）として開設された18。

外郭付近には病院，栃木県支庁（後に郡役所・警

察署），裁判所などの公共施設が相次いで建設され

 
15 宇都宮市『改訂うつのみやの歴史』宇都宮市，平成４年，昭和

59年改訂版，192頁 
16 宇都宮市議会編『宇都宮議会史記述編１』宇都宮市議会，平成

８年３月31日，85～87頁 
17 徳田浩淳『ふるさとの想い出 写真集 明治 大正 昭和 宇都

宮』株式会社落合書店，昭和54年５月１日，42～43頁の地図を

参照した。 
18 宇都宮市史編さん委員会『宇都宮市史 第８巻（近・現代編

II）』宇都宮市，昭和56年12月15日，251頁によると，広馬場

（通称バンバ）は，旧戸田藩主の領地だったが国有化され境内と

ともに公園として指定された，その後，境内と公園を分離し，国

から本市への払い下げの条件から，昭和10年に公園が道路となっ

た経緯がある。一方で公園に露店がたち，宇都宮の浅草といわれ

る「仲見世」が形成され，昭和30年代前半まで続いた。 

図３ 本多正純の大改築
による城下町の変化 

「正純の大改造による城
下町の変化」宇都宮市市
政 110 周年記念事業実行
委員会『宇都宮市市政110
周年記念 わがいとしの
ふるさと宇都宮』平成 18
年より引用 

図４ 新旧日光街道・ 
奥州街道の位置 

宇都宮市「宇都宮城地の
地形と新・旧街道の推定
図」『改訂うつのみやの歴
史』平成２年，150頁より
引用 
 

図５ 江戸時代後期宇都宮城下絵図 
 「宇都宮御城内外絵図」『宇都宮城(冊子)』
   宇都宮市教育委員会文化課より引用 
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た。 

2) 三島通庸による県庁移転と基盤整備事業 
こうして近世から近代へと変化の兆しをみせた

が，栃木県令として明治16～17年にかけ就任した

三島通庸（みちつね）が，宇都宮のまちの近代化

に与えた影響は大きい。たとえば，県庁の宇都宮

への誘致運動を追い風に，県庁移転と並行して近

代的な洋館の県庁舎を建設し，それを中心とする

県庁通り19や，大通り20などの道路整備や路線変更

を行った。さらに刑務所21などの建設も行ってい

る。 

 

3) 運輸の変革と鉄道の開通 

日常の運輸は近世からの駄馬・荷車・舟運が中

心だった22。明治５年に伝馬町から東京へ往復す

る乗合馬車が現れたが，明治 18 年，東北本線大

宮・宇都宮間の開通により廃止された。続いて明

治23年３月に日光線が開通。また，明治28年に

は宇都宮軌道運輸株式会社の設立申請を機に，昭

和６年まで４社８系統の民間による鉄道（人車・

軽便鉄道）が開通した。近郊に延びる鉄道の輸送

の対象は，大谷石の運搬と市街地と村落を結ぶ一

般旅客であった23。この間，明治22年町村制の制

定により宇都宮町となり，７年後の明治29年，塙

田・梁瀬など近隣の村が編入し宇都宮市（人口約

３万５千）として市制がスタートした（図６）。 

 

4) 14師団誘致による郊外の軍事施設と基盤整備            

                                               

                                              

19県庁から大通りまでで大通りより南側は戦後に整備された。こう

した一連の事業は住民の寄付や労役によりおこなわれたという。 
20 それまでは裏通りだった馬場町〜大工町の道を開削し，県庁の

整備とあわせ，池上町から大工町まで通した。また，明治18年の

鉄道開通時には，上河原から駅まで開削した。 
21「風見ノアル風景」として版画家の川上澄生により描かれてい

る。刑務所も木造の洋館で絵になる風景だったことがうかがえる。

橋本昭次・安達光政執筆／阿部昭・大町雅美・大獄浩良監修・執

筆, 『写真でつづる宇都宮百年』, 宇都宮市制100周年記念事業

実行委員会, 平成８年４月１日，39頁 
22 宇都宮市史編さん委員会，『宇都宮市史 第７巻（近・現代編

I）』，宇都宮市，昭和55年３月25日，534頁 
23 『宇都宮市史 第７巻（近・現代編I）』，（前掲），624頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 宇都宮市制施行当時の宇都宮市地図 
宇都宮市『宇都宮60年誌』昭和35年，68頁より引用

 

 

一方，近代化の過程で，富国強兵を背景に日露

戦争が終了した明治38年，師団の増設が行われた。

栃木県内や宇都宮の有志により小倉で編成された

第14師団の誘致運動が起きた。その結果，宇都宮

への移転が決まり明治41年に第14師団司令部を

はじめ，隷下の連隊が次々と移駐した24。それら

軍事施設の多くは旧市街地に隣接する国本村・姿

川村・城山村に設置された。こうして14師団の駐

屯により，明治42年に軍事施設を結ぶ軍道が開削

され桜の苗が植えられる（桜通り）25など，軍事

施設周辺の整備も行われた。また，今でいう新住

民が流入し，軍事施設の周辺には住宅地も広がる

こととなった。こうした人口増に対応し，大正５

年，今市町から取水する水道の給水も始まった。 

 

(4) 郊外の拡大と戦前の都市計画 

1) 旧法による 都市計画施行地の指定 

大正８年，都市計画法（旧法）と市街地建築物

法（建築基準法の前身）が制定された。宇都宮市 

 
24 宇都宮市史編さん委員会『宇都宮市史 第８巻（近・現代編

II）』宇都宮市，昭和56年12月15日，609～616頁 
25 桜の季節は花見客でにぎわったが，道路整備に伴い昭和37年

に伐採された。小笠原正謹「桜大谷通りの今昔」桜地域まちづく

り協議会『さくらの今をたずねて』平成21年１月，67頁 
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は都市計画施行地の要件である人口 10 万には達

していなかったが，昭和２年施行地として指定さ

れた26。翌年には都市計画区域の決定，昭和４年

に都市計画街路網が告示され，昭和９年に都市計

                                               

                                              

26 田代善吉『宇都宮市史』下野史談会，昭和３年，323頁 

画地域（用途地域）が指定された（図７）。また，

昭和10年に風致地区（八幡山・臼ヶ峰・御本丸）

が指定され，昭和17年には都市計画公園として陽

南公園が指定された27。こうして本市においても

「計画」としての近代都市計画が始まったが，大

正11 年に都市計画の基本調査を開始し，大正13

年には内務省に都市計画法適用都市への申請をし

ていた28。その背景には，明治時代後期まで市民

の主要な交通手段は人力車や自転車であったが，

鉄道に引き続き，宇都宮の交通に大きな影響を与

えた，大正８年前後の乗合自動車（タクシーのよ

うなもの）の出現があった。これにより，国道の

ほか，市街地から八方に郊外に向かう県道や地方

道路も整備された29。しかし，市全体としての計

画がなく都市計画の必要性が高まったのである。 

 

図７ 都市計画区域の拡大と用途地域 2) 東武宇都宮線の開通と土地区画整理事業 
宇都宮市『宇都宮60年誌』昭和31年，660頁より引用

郊外へと市街化が進むなか，大正期には刑務所

の位置がまちの中心部となり，昭和４年に西原（現

明保野・宇都宮市文化会館）に移転した。東武鉄

道30により東武宇都宮線が昭和８年に開通し，跡

地に東武宇都宮駅が設置された。以降，南西部へ

の市街化も加速し，近代都市計画「事業」である

土地区画整理事業が昭和６年に陽西地区，続いて

昭和７～12年に陽南地区で施行され，近隣村落の

一部編入による行政区域の変更も行われた。 

 
写真５ 相生町の近代化の宇都宮市地図 3) 商業都市から工業都市への転換 〜軍需産業

の誘致と市街地の周辺へのひろがり〜 
建設省編，『戦災復興誌 第八巻 都市編Ⅴ』，(財) 都
市計画協会，昭和35（1960）年３月20 日発行，86 頁
より引用 宇都宮は近世より商業のまちとして栄えたが，

戦時下の地方への工場分散の国策と積極的な誘致

 
27 宇都宮市『宇都宮60年誌』宇都宮市，昭和31年，644〜668

頁 
28 『宇都宮市史議会史 記述編１』（前掲）666〜669頁 
29 『宇都宮市史』（前掲）及び『宇都宮市史 第８巻（近・現代

編II）』（前掲）574〜552頁 
30 明治32年，北千住〜久喜間で営業開始した。本市では昭和6

年に東武鉄道が宇都宮石材軌道株式会社と合併した。 
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活動により，昭和10年代中頃には軍需工場の移転

が本格化した。たとえば，昭和18年には江曽島に

中島飛行機が，下平出には日本製鋼が進出してい

る。こうしたなか，市街地の拡大とともに，昭和

18 年，都市計画指定地の区域も拡大した。戦後，

昭和30年代に工業都市へと大きく転換するが，そ

の前段はこの頃より始まっていたといえる。しか

し，終戦間際の昭和20年7月の戦災により市街地

面積の50 ％が罹災することとなった31。 

 
(5) 戦災復興都市計画と戦後 

1) 戦災復興都市計画と復興土地区画整理事業 

 こうして宇都宮の市街地は，近世・近代の名残

を残す建造物やまち並の多くを消失した。しかし，

終戦の翌年の昭和21年には，戦災復興都市計画適

用地として指定され，幾度かの計画変更を繰り返

しながらも，大通りの道路拡幅や，池上町から旭

町までの道路（現シンボルロード）や南大通り（写

真６・７）など，戦前の都市計画を基調としなが

ら街路計画・土地利用（用途地域）・公園緑地計画・

上下水道計画などを定めた。またこれらと並行し

て，バンバを含む中心部の復興土地区画整理事業

や，防火建築帯の指定による不燃化と近代化の象

徴としてＲＣ造の共同ビルも建設され（写真５），

急速に都市の復興を果たした。この間，近隣町村

との合併により宇都宮市の市域は拡大し，人口は

急増した（約22万）。 

 一方，昭和29年の栃木県工場誘致条例や首都圏

整備計画による市街地開発地区の昭和 36 年の指

定を背景に32，本市としても昭和30年代になると

工業団地造成による工場誘致を積極的に行った。

これにより，工業化へと大きく舵をきることとな

り，更なる人口増と市街地の拡大につながった。 

                                               
31 建設省編『戦災復興誌 第八巻 都市編Ⅴ』(財)都市計画協会,

昭和35年３月20日，83～128頁 
32 『宇都宮市史』（前掲）及び『宇都宮市史 第８巻（近・現代

編II）』（前掲）91頁 

2) 旧城址周辺の風致地区の変更と堀の喪失 

 昭和20年代後半まで，西部の堀は残っていたが

（図８），戦後，旧城址周辺に仮設の住宅が建ち，

瓦礫が埋められるなど，復興の過程で昭和27年に

御本丸の風致地区も変更し，対象地区の規模を大

図８ 宇都宮城址周辺の昭和29年空中写真 
『空中写真（宇都宮）』国土地理院，昭和29年 

図９ 歴史資源を活用した景観まちづくり 
    まち歩き用マップ 
宇都宮市教育委員会文化課『江戸時代宇都宮城下復
元図』宇都宮市教育委員会文化課 を基にまち歩きの
ポイントを筆者加筆修正 

写真６ 百間堀と土
塁上の大イチョウ 

写真７ 百間堀跡から見
た現代の大イチョウ 

左：塙静夫・石川健 解説，随想舎編『昔日の宇都宮 石
井敏夫コレクションより』随想舎，平成９年７月１日，
67頁より引用（石井敏夫氏所蔵），右：筆者撮影  
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幅に縮小した33。高度経済成長時代にさしかかる

頃には，残された堀の汚染も進み，経済成長と引

き替えに次第になくなっていった34。 

 
４ 古地図を手がかりに現代のまちを    

 読み解く試み 

 
 こうして，戦前の市街地の古いまち並みや堀・

土塁もなくなり，宇都宮のまちは歴史を感じさせ

るものが少なくなった。しかし，江戸時代の宇都

宮城下の地図や，明治から昭和初期までの地図と

現代の地図をよく比較してみると，現代の道や公

図に，近世の町割りが今もなお，あぶり出しのよ

うに見てとれる。また，近代の道路整備や都市計

画などが重なり今に至っていることが想像できる。

そこで，本市教育委員会文化課が作成した江戸時

代宇都宮城下復元地図（図９）を基にまち歩きの

試みを試験的に行った。 

 筆者が単独で行ったものと，宇都宮市建設技術

協会の現地研修の一貫として建設技術系若手職員

を対象としたもの，及び研修の事務局による事前

調査も行われた（表１）。 

 研修として行ったまち歩きは，時間が限られて

いたこともあり，文化財表示板を巡るまち歩きが

中心となったが，歴史資源の再発見としてのまち

歩きとしてモデルになるものと思われる。 

 一方，時間をかけて行うまち歩きは，地図と現

場を比較し，現代の風景と過去の風景を想起しな

がら相互に交錯させることで，面白い発見をする

ことができる。たとえば，筆者と研修事務局によ

り以下のような再発見があった。昭和30年代以降

に埋め立てられた南舘堀の痕跡（写真８），すでに

消失していたと思われていた土塁の痕跡（写真

10・11），江戸時代からある道（写真９・12）など

                                               
33これにより西館堀・南館堀付近は対象から外れた。 
34 住宅地図から西館堀・南館が確認されたのは昭和33年までで

ある。本丸付近の堀の一部は昭和40年代前半まで確認できた。 

である。こうした歴史資源を基に，たとえば，平

成通り沿いの千歳坂のいわれや，堀跡の泥沼でか

つて蓮の栽培が行われていた風景の記憶などを地

域の人から伺うことができた。こうした地域の人

の話から，かつての生活景を現代の私たちも理解

することができるのである。 

写真８ 擁壁として残
る南館堀の痕跡 

写真９ 今も生活の
道として使われる旧
城下町の道 

写真 10 松ヶ峰門跡付
近に残る土塁の痕跡 

写真11 下から見た 
    土塁跡（同左） 

宇都宮市上下水道局
山崎史夫氏提供

写真８～10筆者撮影 

写真12・13筆者撮影

写真13 外壁が大谷石で
できた松ヶ峰教会 
（同左近景） 

写真 12 旧城内の道か
ら松ヶ峰教会を見たビ
スタ（図12矢印方向） 

図10 旧修道館跡と大手門跡付近に立つ近代施設 
宇都宮市役所『宇都宮市及び郊外全図』集英堂書店，大正15
年を一部拡大し筆者加筆 

警察署 

消防署 

旧修道館

県立病院

旧大手門

刑務所
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 このほか，宇都宮の埋もれた歴史資源として，

和風の近代住宅に併設された洋館がある。栃木県

歴史文化研究会の佐藤信明氏によれば，戦災で焼

け残った地区に，大正末期から昭和初期に建設さ

れたこうした和洋折衷の洋館が集積し，７～８年

前の現地踏査で60軒35確認できたが，建替が進み

喪失の運命にあるという。このように，放ってお

くと人知れずなくなっていく歴史資源のほか，歴

史資源でありながら，かつてのまちの記憶が現代

の風景から忘れさられたかにみえる場所の再発見

もある。歴史資源を地域の景観計画や整備に活用

することで，より豊かな環境になる可能性がある

（図10，写真12・13）。 

写真 14 旧本丸内に建築
された時代小説家 藤沢周
平記念館 
（平成22年４月29日開館
予定） 

写真 15 新百間堀とし
て部分再生した堀と鶴
岡タウンキャンパス（東
北公益文科大学） 

写真16 初代県令三島
通庸により建設された
旧西川郡役所（重要文
化財）致道博物館内 

写真 17 旧絹織物工場
を活用したシネコン・鶴
岡まちなかキネマ工事
現場 
（平成22年５月22日オ
ープン予定

 
 

５ 歴史資源の活用方策 

 
） 

 さて，こうして再発見された歴史資源をどう活

用するか。そこで，今も近世・近代の歴史資源を

多く残し，三島通庸とも関わりのある鶴岡市と酒

田市の視察を行ったが，誌面の関係から本章では

鶴岡市の歴史資源の活用事例を中心に紹介する36。 

 鶴岡市と酒田市それぞれの視察にあたっては，

視察先の選定や解説，及び歴史資源を活用した活

動を行う市民へのヒアリングなど，東北公益総合

研究所の公益ビジネス研究プロジェクト研究員で

ある東北公益文科大学大学院教授の高谷時彦氏と

学外研究員の國井美保氏の協力の下行った。  

 鶴岡市は庄内藩の城下町として栄え，戦災から

免れたことや古い物を大切にする風土もあり，近

世の町割や近代の歴史資源を多く残している。加

えて，旧城址周辺に歴史的建造物と公共施設を意

図的に集積させている。たとえば，鶴岡出身の藤

沢周平記念館を大正の近代建築が隣接する旧本丸

                                               
35 「和洋折衷の建物宇都宮にも60軒」『下野新聞』平成17年５

月22日 
36 酒田市の事例は，別途報告書で紹介する。 

に立地させている（写真 14）。また，まちなかへ

誘致した大学の建設に際し，かつてあった百間堀

の一部を新百間堀という水辺空間として再生させ

た（写真 15）。城郭に隣接する致道博物館には，

江戸から移築した旧藩主の外屋敷や，郡役所，警

察などの明治の近代建築（写真 16）を集積させ，

中心部の景観に彩りを添えている。 

 歴史的建造物の再生の例としては，かつてこの

地域が絹の栽培から織物まで一貫生産を行ってい

たことから，戦前の絹織物工場が残っていた。所

有者から商工会が相談を受け検討した結果，老朽

化した建造物を壊さずに，シネマコンプレックス

として再生を図ることとなった（写真17）。 

写真 18 豪商旧風間家
住宅の丙申堂（国指定文
化財） 

写真 19 市民が参画し
作成したまち歩きのため
のマップ 
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 そのほか，豪商により明治に建てられた建造物

（写真18）など歴史的建造物の保存と公開がある。

鶴岡市は，このように歴史資源に恵まれているも

のの，保全にとどまらず，さまざまな活用がある。

そして，多様な組織形態の市民や民間団体が主体

的に行っている点に特徴がある。たとえば，先の

シネマコンプレックスも民間団体により運営され

ている。数ある歴史的建造物では市民による朗読

を楽しむ会が開催され，歴史的建造物の活用とネ

ットワークを図る活動がされている。また，歴史

資源や地域の文化を紹介した，市民が作成するマ

ップもたくさんある（写真 19）。さらに，城郭の

堀の一部をなしていた川の清掃や，かつて舟運で

活用していた舟の復活，江戸時代３日３晩踊った

という夏祭りの再生など，人の営みを現代的に再

生する活動も行われている。このほか，400 年前

からある山王通り商店街では，若手経営者がまち

づくり会社を立ち上げ，空き店舗や空き地を活用

しながら地元経済にも影響のある地域活性化事業

も行っている。 

写真 20 宇都宮城址
公園内に示された堀
の跡 

写真21 大寛町に残る
築80年の洋館（修繕後）

筆者撮影      大貫祐氏提供 

 こうした市民活動のほか，行政主導の都市計画

や制度的な担保（たとえば，市街地の高度地区の

適用や，柔軟な都市計画の変更，条例による計画

や規制・誘導等）や大学37の協力も大きいことが

視察により明らかになった。 

 
６ おわりに 

 
 視察結果を整理すると，歴史資源の活用として

は，①歴史資源の保全と有効活用（公開・講座や

イベントの開催・店舗・ミニ博物館など）や，②

歴史資源のネットワーク，③地域の歴史資源（神

社・小路など）の発掘とマップの作成，④それら

を訪ねるルートの作成とまち歩き，⑤歴史資源を

活用した景観整備（建物の再活用・喪失した風景

                                               
37 佐藤滋教授を中心に，早稲田大学による鶴岡市の都市計画やま

ちづくりに関する調査研究や支援が1980年代から行われている。 

の再生・周囲との一体的な整備），⑥川・神社など

オープンスペースの保全活動のほか，⑦かつての

営みを現代的に再生する取組があった。 

 本市にも埋もれた歴史資源がたくさんあること

が明らかになったが，本市に応用すれば，消失し

た建造物や堀であっても，その痕跡をアーバンデ

ザインに取り入れる方法も考えられる（写真20）。 

 また，残された貴重な土塁も公的な整備のみな

らず，市民による緑地保全活動の対象となる可能

性もある。宇都宮の洋館に関しては，現状の悉皆

調査や，所有者への支援（たとえば修繕・修復に

関する支援や情報の共有等）が必要と思われる。

こうした歴史資源の活用に加え，今後はより多く

の人がまち歩きを楽しめる環境整備が期待される。 

 本研究は，旧宇都宮城下と周辺を対象としたが，

歴史と資源は地域ごとにあり，その調査と歴史資

源の再発見と活用が今後の課題となる。地域の郷

土史家や住民による地域史の編纂も各地で行われ

始めており，こうした地域による取組にも期待し

たい。 

 ３章で，都市計画・景観まちづくりの視点から

まちの成り立ちと変遷の整理を試みたが，史実の

誤りがあれば筆者の未熟さによるところである。

そこで，今後は精度を高めると同時に，新・都市

計画法の昭和40年代以降の変遷も含めた，宇都宮

市の都市計画・まちなみ形成史の冊子の編纂を提

案したい。都市計画・まちなみ形成史の共有は，

官民問わず，多様な主体による歴史資源を活用し

た生活景の創造に寄与するものと確信している。 
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